
磐田市危機管理課

避難所の開設と運営について
～ R５ 避難所運営マニュアル【概要版】～
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過去の震災での避難所の様子

◇阪神・淡路大震災（平成７（１９９５）年１月１７日、Ｍ７.３、最大震度７）

◇東日本大震災（平成２３（２０１１）年３月１１日、Ｍ９.０、最大震度７）

◇熊本地震（平成２８（２０１６）年４月１４日、Ｍ６.５、最大震度７）
（４月１６日、Ｍ７.３、最大震度７）

◇避難者のピーク
発災から６日後

通路がなく、足の踏み場も
ない状態。プライバシーの確
保が困難。

◇避難者のピーク
発災から３日後

通路があり、間仕切りによっ
てある程度のプライバシーが
確保されている。

◇避難者のピーク
発災から２日後

通路が設けられ、間仕切り
を工夫して、プライバシーが
確保されている。
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ライフラインの機能障害と応急復旧 （静岡県第４次地震被害想定から）

ライフラインの種類 直後 １日後 ７日後 １か月後 県内全般の復旧状況

上水道 断 水 率 １００％ ９９％ ７９％ ３９％ ９５％復旧：６週間程度

下水道 機能支障率 ９６％ ９９％ ８５％ ２１％ ９５％復旧：５週間程度

電 力 停 電 率 ８９％ ８０％ １１％ ９％ ９５％復旧：１週間程度

都市ガス 供給停止率 １００％ １００％ ９０％ ４０％ ９５％復旧：6週間程度

固定電話 不通回線率 ９１％ ８４％ ２２％ ７％ ９５％復旧：２週間程度

※津波により被災した重要家、又は家屋被害の著しい需要家は、復旧対象から除外している。

【磐田市の被害想定】 ※南海トラフ巨大地震（地震動：陸側ケース、津波：ケース①）

復旧

１週間後 応急復旧 ４週間後 ６週間後

１か月から２か月間は
日常生活に支障がでる

地震発生

上 水 道：６週間程度
下 水 道：５週間程度
都市ガス：６週間程度

５週間後２週間後

応急仮設住宅
建設開始

電 力：１週間程度
固定電話：２週間程度

【応急復旧の見込み】
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指定避難所とは・・・？

（災害対策基本法第49条の7）
災害により住宅を失った場合等において、一定
期間避難生活をする場所として、市町村があら
かじめ指定した施設

（磐田市地域防災計画）

市長は、災害によって居住場所を確保できなく
なった者の一時的な生活支援のため、避難所
を指定する

4



資料17-02　指定避難所一覧表

№ 名　　称 所在地 電話番号 避難対象地区又は自主防災会名 備　　考

1 城山中学校 見付263-3 0538-32-6108 権現町・安久路・城之崎

2 磐田北小学校 見付2352 0538-32-6168

東坂町・住吉町・宿町・中川町・新通
町・清水町・天王町・地脇町・馬場町・
元倉町・二番町・幸町・美登里町・北見
町・元宮町・緑ヶ丘・水堀

3 富士見小学校 富士見町4-9-5 0538-36-0770 東大久保・富士見町・元天神町

4 ワークピア磐田 見付2989-3 0538-36-8381
今之浦地区
鉄道客で帰宅が不能となった者等

5 磐田市総合体育館 見付4075-1 0538-32-4236
西坂町・一番町・梅屋町・河原町・加茂
川通・一言北原・一言エクレール

6 磐田第一中学校 国府台39-1 0538-32-6101
中央町・中町・東町・七軒町・泉町・
桜ヶ丘・旭ヶ丘・本町

7 磐田中部小学校 中泉1203-2 0538-32-5101

西町・久保町・御殿・大泉町・二之宮一
丁目・二之宮二丁目・二之宮三丁目・二
之宮四丁目・二之宮浅間通・二之宮宮
本・二之宮中通・鳥之瀬町・大泉町

8 磐田西小学校 中泉2522-2 0538-32-2275
田町・坂上町・西新町・石原町・栄町・
京見塚・天龍・一言南原

9 磐田南小学校 千手堂1356-1 0538-32-2553
豊島・北島・千手堂・万正寺・中野・上
大之郷・下岡田・上岡田・中野団地

10 長野小学校 小島736 0538-32-5437 小島・白拍子・草崎・鮫島

11 西貝交流センター 西貝塚1377-5 0538-32-4853 西貝塚・西之島・上南田

12 南御厨交流センター 東新屋613 0538-35-0982
東脇・新出・和口・東新屋・大立野・東
新町・県営住宅・公団住宅・東新町一丁
目・東新屋市営住宅

13 東部小学校 東貝塚206 0538-32-2490 東貝塚

14 神明中学校 鎌田2262-74 0538-32-4644
鎌田長江・鎌田鍬影・鎌田坊中・新貝・
稗原
鉄道客で帰宅が不能たなった者等

令和3年4月1日
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15 田原小学校 三ケ野1030-1 0538-32-5445
玉越・西島・三ケ野・八大団地・明ケ
島・明ケ島団地・東部台

16 向笠小学校 向笠竹之内391-6 0538-38-0390
笠梅・向笠新屋・向笠竹之内・向笠西・
篠原・岩井

17 向陽中学校 向笠竹之内1162-2 0538-38-0339
笠梅原・向笠新屋原・向笠竹之内原・向
笠西原・岩井原

18 大藤小学校 大久保282-1 0538-38-0021 大藤地区・匂坂上原

19 岩田小学校 匂坂中987 0538-38-1854 岩田地区（匂坂上原を除く｡)

20 南部中学校 野箱32 0538-35-7575 野箱・前野・新島・長須賀・刑部島

21
於保農村婦人の家
(静岡産業大学)

大原1654-1
（大原1572-1）

0538-34-4271
大和田・上大原・中大原・下大之郷・川
成・大原・長池・大原新町

22 福田中学校 福田中島3753-1 0538-55-2101
福田南地区（７番組・１５番組・石田
組・中島新町）

津波避難地

23 福田小学校 下太380 0538-55-2129

９の１番組・９の２番組・１０の１番
組・１０の２番組・１０の３番組・１１
番組・１２番組・１３番組・１４番組・
１４番北組・昭和組・下太・本田・新田

津波避難地

24 福田中央交流センター 福田1587-1 0538-58-1111
１番組・２番組・３番組・４番組・５番
組・６の１番組・６の２番組・６の３番
組・８番組

25 豊浜小学校 豊浜9 0538-55-2570
豊浜地区（豊浜中野・大島・小島方・雁
代）

津波避難地

福田屋内スポーツセンター
（福田農村環境改善センター）

27 福田健康福祉会館 宇兵衛新田186-1 0538-58-3038
浜部・塩新田・一色・清庵新田・太郎馬
新田・南田

26
南島393-1
（南島391-1）

0538-58-3131
福田北部地区（五十子・南島・蛭池・東
小島）

津波避難地
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28 竜洋中学校 豊岡4473-8 0538-66-2324
敷地・吹上・江口・金洗・雇用促進・豊
岡団地・岡・平間・ニュータウン・あお
ば

29 竜洋西小学校 川袋1900 0538-66-2134

掛塚本町・掛塚砂町・掛塚中町・掛塚田
町・掛塚大当町・掛塚横町・掛塚新町・
掛塚蟹町・掛塚東町・十郎島・白羽・川
袋・野崎・内名

30 竜洋東小学校 中平松23 0538-66-2034
駒場・西平松・中平松・飛平松・東平
松・海老島・竜洋稗原・大中瀬・小中瀬

津波避難地

31 竜洋北小学校 堀之内356 0538-66-1190
西堀・竜洋中島・宮本・高木・松本・堀
之内

32 豊田中学校・豊田北部小学校

（ながふじ学府小中一体校）
加茂243 0538-32-4637

富里・匂坂下・匂坂中之郷・七蔵新田・
気賀東・気賀西・中野戸・加茂西・加茂
東・加茂川原
池田地区

33 豊田東小学校 高見丘57 0538-37-0621
高見丘・富丘広野・富丘下原・富丘下原
南・富丘原新田・東原西・東原東

34 アミューズ豊田 上新屋304 0538-36-3211
上新屋・上万能・弥藤太島・森岡・一言
里

35 豊田南小学校 森下300 0538-32-5273
小立野・豊田西之島・源平新田・長森・
森下

36 豊田南中学校 立野200 0538-37-3451
宮之一色・下万能・立野・Ｊハイム豊田
立野・ベルメゾン豊田・森本

37 青城小学校 中田55 0538-35-4128
中田・気子島・赤池・下本郷・上本郷・
Ｊハイム豊田本郷・海老塚
鉄道客で帰宅が不能となった者等

38 豊岡中学校 合代島943 0539-62-2085
豊岡北地区（上野部地区・合代島下・新
開・雇用促進住宅）
鉄道客で帰宅が不能となった者等

39 豊岡北小学校 下野部158-1 0539-62-2036
豊岡北地区（川原・亀井戸・大楽地・合
代島上）
鉄道客で帰宅が不能となった者等

40
豊岡総合センター
（豊岡体育館）

壱貫地64-1 0539-63-0036
豊岡南地区（壱貫地・三家・下神増・中
野東川原）

41 豊岡南小学校 上神増1410 0539-62-2155
豊岡南地区（上神増・社山・神増・惣兵
衛）

42 豊岡南部会館 掛下1489 0539-62-3061
豊岡南地区（平松・掛下・松之木島上・
松之木島下）

43 豊岡東交流センター 敷地1187-3 0539-62-6669
豊岡東地区
鉄道客で帰宅が不能となった者等
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磐田市地域防災計画
～第５編 災害応急対策編～より

・市は、自主防災会及び避難所の施設管理者
の協力を得て避難所を運営する

・自主防災会は、避難所の運営に協力する

・運営が軌道に乗り次第、避難所利用者中心
の体制に切り替え、市・自主防災会・施設管理
者は運営をサポートする
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・避難所の運営は、避難所ごとに予め定めた
ルールやマニュアル、市や県の「避難所運営マ
ニュアル」等を参考に要配慮者及び衛生環境
の保持に配慮する

磐田市地域防災計画
～第５編 災害応急対策編～より
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◇避難所運営マニュアルは、避難所
の運営を円滑に実施するため、静岡
県が作成した「避難所運営マニュア
ル（平成３０年３月）」を基に、磐田市
の地域性や実情等を考慮して作成
したものです。（避難所ごとの事情は
考慮されておりません）

◇各地域（避難所ごとの）ルールなどに
応じて修正し、災害時の実際の避難
所運営に活用してください。

◇立上げ以降の各活動班の具体的な
作業内容（誰が何班で、どんな活動
をするか）等は今後５月以降に開催
する避難所運営会議にてご協議くだ
さい。
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（１）避難所代表者
地域の避難所運営に関する代表者（本日お集まりの皆様）
です。平常時は避難所運営会議、12月の地域防災訓練、
それに係る打合せ等を中心となって実施します。災害時は
避難所の立上げを中心となって行います。

（２）自主防災会
平常時は避難所運営会議、地域防災訓練を実施する。
災害時は皆さんで協力して避難所を立ち上げる。また、災
害時も自宅で生活を継続する方もいるため、避難所と在宅
避難生活を送っている方のパイプ役になります。

避難所運営関係者の名称と役割

11



（３）施設管理者
避難所に指定されている施設の管理者です。学校は教
頭、交流センターはセンター長など。開設班員と協力し避
難所を開け、施設の安全管理等を行います。

（４）開設班員
避難所の鍵を持っている市の職員です。（避難所ごとに３
名）災害時には避難所に駆け付け開設します。その後は
主に災害対策本部との連絡を行います。

避難所運営関係者の名称と役割
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避難所運営組織
（避難所利用者）

運営の主体

自主防災組織（地元自治会）

避難所立ち上げ、運営支
援、在宅避難者等地域住

民とのパイプ役

施設管理者（学校等）

避難所設備・施設の安全確
認、運営支援

避難所開設班員（市職員）

避難所の開設・閉鎖
運営支援

災害対策本部との連絡調整
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【避難所開設の条件】
市内で震度５強以上の地震が発生した場合
水害等で被害が発生し、市災害対策本部が必要と判断した場合
↓
【開設】
市職員（避難所開設班員）と施設管理者、又は応急危険度判定
士が施設の安全性を確認のうえ、避難所を開けます。
↓
【立上げ～】
自分と家族の無事を確認した、避難所代表者や自主防災会を中心に
避難者受け入れ準備、組織の立上げをします。

避難所の開設条件と開設から立上げ手順
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避難所運営のポイント

「避難所に行けば誰かがなんとかしてくれる」という人ばかりでは、
避難所の運営はできません。

◇避難所運営を円滑に行うためのポイントは、次のとおりです。

①地域や避難所利用者が主体的に運営します。

②要配慮者に気を配って運営します。

③男女両方が参画して、安全・安心な避難所をつくります。

④避難所は地域の被災者の支援拠点としても機能します。

⑤車中泊避難者等への対応を検討します。
（車中泊を推奨するものではありません）
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自主防災会の皆様にお願いすること

◇平 常 時
・災害時に避難所に駆け付ける人を決めておく
・開設後の立ち上げまでの流れを決めておく
→自主防災会に避難所運営支援班を設け具体的な内容を決めて
おくと分かり易い

・12月地域防災訓練の計画・実施

◇災 害 時
・皆で協力して避難所の立ち上げ
（避難者主体の避難所運営組織が立ち上がるまでの間）
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避難所の開設と立上げの手順を確認しましょう
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■災害発生から避難所立ち上げまでの流れ 

指定避難所の敷地（グラウンド等）に待機 

１．避難所の点検・開設 

２．避難所立ち上げ組織の発足 

３．居住組の編成 

４．避難所レイアウト＆入室 

５．避難所利用者名簿の作成 

６．避難所運営組織の編成 

７．運営業務の役割分担 

８．運営本部会議の開催 

避難所利用者による運営 

自宅が全壊、焼失した住民等は 

指定避難所に自治会ごとにまとまって移動 

自宅が無事な人は帰宅 

（生活の確保） 

避難場所（指定緊急避難場所※等）へ避難 

※居住者等が災害から命を守るために緊急的に避難する施設又は場所 

災害発生 （命の確保）

≪災害発生から１週間程度≫ 

 トイレの確保・管理 

 避難所立ち上げ組織を中心に運営 

 避難スペースに通路を確保 

 避難所内の衛生管理 

 要配慮者への配慮 

≪災害発生から１週間経過後～≫ 

※避難所利用者数が落ち着いてきたら・・・ 

 避難所運営組織を中心に運営 

 避難所機能の充実・様々な配慮 

※ 避難所は、被害の状況や安全性等を確認

してから開設します。 

※ この流れはあくまでも参考です。地域において流れを確認しましょう。 

公園・津波避難タワー 公会堂

市内43ヶ所
小中学校等

自宅

こ
こ
か
ら
は
地
域
が
主
体

発災から避難所立上げの流れ
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◇避難所開設班員や施設管理者または応急危険度判定士が中心になって、安全確認を
行います。
①建物周辺 ②建物（応急危険度判定等） ③設備（ガス、電気、水道、トイレ等）

◇建物が危険な状態と判断されれば、災害対策本部に連絡し、代替施設を調整します。

１ 避難所の点検・開設
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◇本部長（１名）、副本部長（２名）等を選出し、避難所立ち上げ組織を発足させます。
◇地域の実情に沿ってその他の班は編成してください。
・立ち上げ時に必要な班体制を避難所ごとに決めておきます。
・情報の収集、避難者の受入、施設の管理など初期対応に組織を発足させます。
◇避難所利用者は全面的に協力する。

【立上げ組織のイメージ】

２ 避難所立ち上げ組織の発足（地域役員）

・自主防災会との連携
・市との連携
・情報管理
・その他全般

・避難者の受入
・避難所利用者名簿の作成
・避難者に関すること全般

・施設の状況把握
・レイアウト決め
・安全管理全般

20



ス
テ
ー
ジ

受付

A自治会 B自治会

D自治会 E自治会

C自治会

F自治会

受付に体育館の中の配置を掲示
しておくと、入室がスムーズです

◇世帯を一つの単位として、体育館等の中のどこで寝るか（過ごすか）配置を決めます。
◇血縁関係や住んでいた地区内の顔見知り同志が同じ組になるよう配慮します。
◇避難所の敷地内に滞在する車中泊者は、「車中泊組」を組織します。
◇居住組ごとに「組長」と「副組長」を選出し、組員の意見集約、世話等を行います。
◇各居住組の組長・副組長は、男女各１名で担うよう配慮します。

３ 居住組の編成（地域役員）≒避難所での自治会組織

21



◇避難所として利用できる場所やトイレの使用可否、立入
禁止とする場所等を確認し、避難者に周知します。
◇開設直後は、必要最低限の共有空間（運営本部、仮設ト
イレ、受付、要配慮者スペースなど）や居住空間の確保が
優先されます。
◇新型コロナウイルス感染症対策としてゾーニングをします。
（一般避難者と発熱者等と生活エリアを分ける） シートを活用した通路

（三島市の例）

４ 避難所レイアウト決め（地域役員）

共有空間 用途、留意事項など

情報掲示板 避難所の外向け、内向けで設置場所に留意

受付 避難所の正面玄関近く（体育館入口）に設置

救護・介護室 傷病者や要介護者のためのスペースを設置

物資等保管場所 屋根のある場所、食料は清潔な場所に保管

授乳室 女性用更衣室を兼ねる場合は間仕切りを利用

仮設トイレ
避難者が利用しやすい場所、し尿処理する衛生
車の出入り、照明用の電源にも配慮

洗濯場・干し場 生活用水を確保しやすい場所、男女別の干し場

ごみ置き場 ごみ収集車が作業しやすい場所

ペットスペース テントや渡り廊下、駐輪場等を活用

駐車場 車中泊者の車両や緊急車両、支援車両

間仕切り導入後の避難所の様子
（写真提供：2016熊本地震

嘉島町支援チーム）
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◇避難者の受付場所を設けます。
◇受付場所で「避難所利用者登録票」を渡し、後ほど回収し名簿を作成する。

５ 避難所利用者名簿の作成（地域役員）

23



新型コロナ対応 受付の流れ
（感染症流行期）

24



受付
・健康状態チェッ
クシート記入
・避難所利用者
登録票を渡す

一般滞在
スペース

体調不良者等
専用スペース

車中避難

・平時はできる限り
簡易的な受付

・避難者が早くに入場
できるように最低限の
スクリーニングとして、
自己申告により健康状態
を確認する。

・体調不良の方は「体調不
良者等専用スペース」へ案
内する

・避難所利用者登録票を渡
す。（後ほど記入したものを
回収する）

平時の受付の流れ

体調
良好
不良

避難者

25



●太枠の中の項目についてご記入ください。

1

チェック項目

現在の体調 良好 不良

磐田市 R5.5月修正
避難所受付 健康状態チェックシート

受付日：     年  月  日
避難所名 氏名 年齢

（以下は、受付担当者が記入します）

受付者名

滞在スペース・区画
 一般スペース ・ 体調不良者等専用スペース
（       ） （         ）

※滞在スペース・区画欄には、避難する建物や部屋の名称および区画番号を記入する

2
「体調不良」の場合、いつからどんな症状がありますか？

26



避-5避難所利用者名簿(手書き用)
避難

所名 

NO 

登録票

の受付

番号 

入所日 
氏名 

(世帯主に○) 

受け入れ先 

(滞在先) 
組名 

安否確認へ

の対応 

メモ(特に配慮

が必要なこと) 
退所日 

退所届

の受付

番号 

1  / 公開・非公開 /

2  / 公開・非公開 /

3  / 公開・非公開 /

4  / 公開・非公開 /

5  / 公開・非公開 /

6  / 公開・非公開 /

7  / 公開・非公開 /

8  / 公開・非公開 /

9  / 公開・非公開 /

10  / 公開・非公開 /

11  / 公開・非公開 /

12  / 公開・非公開 /

13 / 公開・非公開 /
27



避-1-1 避難所
ひ な ん じ ょ

利用者
り よ う し ゃ

登録票
と う ろ く ひ ょ う

受 付

番 号

※

※

同意
ど うい

します

・

同意
どうい

しません

同意
ど うい

します

・

同意
どうい

しません

明/大/昭/平/西暦

　年　　月　　日

（　　　　歳）

（ふりがな）

（　　　　）

　　　　　－

（　　　　）

　　　　　－

避難者
ひ なん しゃ

数
すう

が落
お

ち着
つ

いてきたら、様式
ようしき

［避
ひ

- 1- 2］により、避難所
ひ な ん じょ

利用者
りよ う しゃ

の個別
こ べ つ

状況
じょうきょう

を把握
は あ く

し、避難所
ひ な んじ ょ

運営
うん えい

に活用
かつ よう

しましょう。

（　　　　）

　　　　　－

同意
ど うい

します

・

同意
どうい

しません

（　　　　）

　　　　　－

（特
と く

に配慮
はい りょ

してほしい事項
じ こ う

があれば記載
き さ い

して下
くだ

さい）

ご

家

族

か
ぞ
く

（　　　　）

　　　　　－

同意
ど うい

します

・

同意
どうい

しません

同意
ど うい

します

・

同意
どうい

しません

同意
ど うい

します

・

同意
どうい

しません

（　　　　）

　　　　　－

（　　　　）

　　　　　－

（　　　　）

　　　　　－

明/大/昭/平/西暦

　年　　月　　日

（　　　　歳）

明/大/昭/平/西暦

　年　　月　　日

（　　　　歳）

明/大/昭/平/西暦

　年　　月　　日

（　　　　歳）

明/大/昭/平/西暦

　年　　月　　日

（　　　　歳）

本
ほ ん

登録票
とうろくひょう

は、災害
さいがい

発生
はっせい

直後
ちょくご

の混乱期
こん らん き

に、早急
そうきゅう

に避難所
ひ な ん じょ

利用者
り よ うし ゃ

の把握
は あ く

を行
おこな

うための簡易
か ん い

様式
よう しき

です。

同意
ど うい

します

・

同意
どうい

しません

同意
ど うい

します

・

同意
どうい

しません

（ふりがな）
明/大/昭/平/西暦

　年　　月　　日

（　　　　歳）

世

帯

せ
た
い

主ぬ
し

（ふりがな）

（ふりがな）

（ふりがな）

　　　年　　　　　　月　　　　　　日　（　　　　）

氏
し

　　名
めい

（ふりがな）

生年
せ いねん

月日
が っぴ

・年齢
ねんれい

明/大/昭/平/西暦

　年　　月　　日

（　　　　歳）

（ふりがな）
明/大/昭/平/西暦

　年　　月　　日

（　　　　歳）

記 入
き に ゅ う

日
び

連絡先
れんらくさき

住所
じゅうしょ

（ふりがな）

避 難 所 名

性別
せいべつ 住所

じゅうしょ

・氏名
しめ い

・

年齢
ねんれい

の開示
か いじ

記 入 者
き に ゅ う しゃ

氏 名
し め い

（初動期）
自治会名

-77-

避難生活で配慮してほし
いことを記入します！

例えば・・・

赤ちゃんがいるので夜泣
きする
アレルギーがある など
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避難所の運営体系

避難所利用者
（運営の主体） 災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

施
設
管
理
者

市職員
（災害対策本部）

連携

◇避難所の運営を避難所利用者中心の体制に移行します。
（立上げ組織から運営組織に拡大していきます）
◇避難者それぞれが仕事を分担して避難所を運営するため「活動班」を編
成し、班長、副班長を決めます。
◇本部長、副本部長、各活動班の班長、各居住組の組長で構成する「避
難所運営本部」を設けます。
◇男女が協力して運営できる体制に配慮します。

６ 避難所運営組織の編成（地域役員→避難者中心）
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避難所運営本部

本部長

副本部長

副本部長

班長

班長

班長

班長

班長

班長

班長

班長

総 務 班

避難者情報班

情 報 班

食料・物資班

施設管理班

保健・衛生班

要配慮者班

ボランティア班

組長 組長 組長 組長

１組 ２組 ３組 ４組

車中泊組

活動班

居住組

原則として世帯を１つの単位として、居住組を編成
一つの組の構成人数は２０人から４０人を目安
車中泊組は、避難所の敷地内に車中泊している避難者で構成
各居住組には１名ずつ組長、副組長を選出

避難所利用者が協力して活動班を編成
車中泊の避難者にも参加を要請
各活動班には１名ずつ班長、副班長を選出
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７ 運営業務の役割分担（地域役員→避難者中心）

◇避難所内の様々な業務を行うため、活動班を編成します。
◇これらの活動班は、避難所の規模や作業量によって統合・分割することも可能です。

活動班の名称 主な活動内容

総務班 ①避難所の運営記録 ②取材対応 ③市災対本部、地域との連携

避難者情報班 ①受付 ②避難所利用者名簿の管理 ③問い合わせ対応

情報班 ①情報収集 ②情報伝達 ③情報発信

食料・物資班 ①食料・物資の調達・受入・管理・配給 ②炊き出し

施設管理班 ①安全・安心な避難所作り ②防火・防犯

保健・衛生班 ①トイレ ②衛生管理 ③傷病者への支援 ④ペット

要配慮者班 ①要配慮者支援

ボランティア班 ①ボランティアの受入・管理
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班

活動内容・時期の目安

開設直後 ３日後～ １週間後～
３週間
後～

総務班 ●避難所運営の総括

●避難所運営の記録

●取材対応

●地域（避難所外避難者）との連携

避難所の統合・閉鎖に向けて●

避難者情報班 ●受付

●名簿管理

●問い合わせ対応

情報班 ●情報収集

●情報伝達

●情報発信

食料・物資班 ●食料・物資の調達

●炊き出し

●食料・物資の受入

●食料の管理・配給

●物資の管理・配給

施設管理班 ●安全・安心な避難所作り

●防火・防犯

保健・衛生班 ●トイレ

●衛生管理

●傷病者への支援

●生活用水

●ペット

●ごみ

●掃除

●風呂

要配慮者班 ●要配慮者支援

ボランティア班 ボランティアの受入●
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８ 運営本部会議の開催

◇避難所運営本部（本部長、副本部長、各班長、組長、施設管理者及び市関係者を含
む）による運営本部会議を定期的に開催します。
◇当初は１日２回（朝及び夕方）の開催とし、連絡事項等が減少すれば、朝の会議は省略
します。状況確認、情報の共有、問題点の確認、対応策の検討・決定を行います。

総-3避難所
ひな ん じ ょ

運営
うんえい

本部
ほん ぶ

会議
か い ぎ

等
とう

名簿
めい ぼ

  年   月   日現在 

本部長
ほんぶちょう

副本部長
ふくほんぶちょう

行政
ぎょうせい

担当者
たんとうしゃ

施設
し せ つ

管理者
か ん り し ゃ

（活動
かつどう

班
はん

） 班長
はんちょう

に◎、副班長
ふくはんちょう

に○を記入
きにゅう

する

班名
はんめい

氏名
しめい

組名
くみめい

氏名
し めい

組名
くみめい

総務
そ う む

班
はん

避難者情報班
ひなんしゃじょうほうはん

情 報
じょうほう

班
はん

食 料
しょくりょう

・物資
ぶ っ し

班
はん

施設
し せ つ

管理
か ん り

班
はん

保健
ほ け ん

・衛生
えいせい

班
はん

要配慮
ようはいりょ

者
しゃ

班
はん

ボランティア班
はん

（居住組
きょじゅうぐみ

(避難所
ひ な ん じ ょ

以外
い が い

の場所
ば し ょ

に滞在
たいざい

する人
ひと

でつくる班を含
ふ く

む)の組長
くみちょう

・副組長
ふくくみちょう

）

組名
くみめい

組 長
くみちょう

の氏名
し めい

副組長
ふくくみちょう

の氏名
し めい

組名
くみめい

組長
くみちょう

の氏名
しめ い

副組長
ふくくみちょう

の氏名
しめ い
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総-5避難所運営日誌 避難所名 

年   月   日（   ）天気 記入者  

避
難
所
利
用
者
数

区分 前日までの数(a) 新規登録者数(b) 退所者数(c) 利用者数(a+b-c) 

避難所に 
受け入れた者 

世帯 世帯 世帯 世帯 世帯 

人 人 人 人 人 

避難所以外の
場所に滞在す
る被災者 

世帯 世帯 世帯 世帯 世帯 

人 人 人 人 人 

合計 
世帯 世帯 世帯 世帯 世帯 

人 人 人 人 人 

食
料
・
物
資
の
受
入

区分 朝 昼 夜 合計 

食料の配布数       食       食      食 食 

食料の内容(弁当等)     

食料・物資の受入・配布の状況 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入

ボランティアの受け入れ人数  人 

ボランティアの活動内容 

避難所運営委員会の協議・伝達事項 

その他 

※「避難所内に受け入れた者」には、車中・テント生活者を含む。

-68-

避難者数、物資の
受け入れ状況等、
情報を共有、問題
があればルールを
決めていきましょう

避難所の状況を把握するには日誌を活用しましょう
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各避難所防災倉庫の青色
のBOXの中に初動に必要
な様式が入っています

36



避難所の資機材について（磐田北小の例）

・発電機
・テント
・投光器
・炊飯器
・簡易トイレ 等

・毛布
・ブルーシート
・テント 等
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【訓練様式第１号】                                         №2 
〔磐田北小学校〕避難所防災資機材点検報告書

救護所併設(救護所用品は担当健康増進課) 
（点検日時） 第   回目

令和    年    月    日（  ）      時  分  ～ 時  分

（報告者） 

         課 

（点検者） 

       課 
       課 

       課 

№ 点検品目
チェック欄 チェック欄が否の場合にそ

の状況を記入してください
備考

数量 良否

1 四方幕テント（２×３間） ３張

2 可搬式浄水装置 １台

3 災害対策応急給水装置 ２組

4 移動式炊飯器 １台

5 ジャッキ（手動式 3000kg） ２台

6 発電機（ﾎﾝﾀﾞ EB2300） １台 燃料空保管

3期試運転7 発電機（ﾔﾏﾊ EF2300） １台

8 キャンバス水槽（２０００㍑） １槽 

9 運搬用ビニール水槽 １槽

10 救助ロープ（12mm×100m） １本 

11 担架 ５台 

12 
ガソリン携行缶

（１０㍑、２０㍑） 
各１缶 R3.2入替

13 リヤカー（PHC-130） １台

14 大ハンマー（鉄） ２本

15 バール（角９０㎝） ４本

16 掛矢 ４本

17 メガホン（ハンド） ８個

18 拡声器 ２台

19 ロープ（３０ｍ） ３本

20 ヘルメット １０個

21 救助工具 一式

22 避難所看板 １枚 38



避難所の資機材について（磐田北小の例）
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分散避難と家庭での備えを

親戚・知人宅など 指定避難場
所

混雑

在宅避難

混雑を避けるため親戚・知人宅などへの分散避難にご協力をお願いします。

在宅で避難生活が送れるよう家庭での備えも進めてください。

40



大規模な災害が発生したら、必ず避難所で生活をしなければならないというものでは
ありません。自宅に被害がない、また軽微な被害で、安全性や機能面で問題がない世
帯は、できるだけ「在宅生活の継続」（自宅での生活）をしましょう。そのためにも、住宅の
耐震化、家具等の固定、水・食料等の備蓄が重要となります。

大規模災害時も在宅生活の継続が基本

①避難所のスペースには限りがあります

②自宅は個人（家族）の空間として生活できます

③自宅の空き巣の被害を防ぐことができます

④避難所として活用する施設には、本来別の用途があります

避難所に人があふれ、すべての避難者を収容できないことも考えられます。災害時の
生活場所は、自宅が被災していないときには、できる限り自宅としましょう。

避難所では、避難所運営ルールに基づいた共同生活を送ることになります。共同生活
ではプライバシーの確保が難しく、ストレスの原因になることもあります。

過去の大規模地震災害では、留守中の自宅を狙った空き巣の被害が多く発生しまし
た。

避難所の多くは、小中学校の体育館などです。少しでも早く子どもたちの授業が再開
されれば、地域住民の生活再建にもつながります。
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避難所代表者の年間スケジュール

4月 避難所代表者会議

5月 避難所運営会議
自治会関係者、施設管理者、市の避難所開設班員と避
難所運営について、どの場所をどう使うか、役割や手順
等について協議します。

～11月 地域防災訓練の企画や打合せ
12月の訓練内容や役割について確認をします。
※回数は地域によって様々です

12月 地域防災訓練（３日）

※変更になる場合があります
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令和５年度 地域防災訓練について

日時 12月３日（日）9：00～12：00

場所 各指定避難所43箇所

内容 避難所運営に関する訓練
・避難者受入
・物資の受入や配給
・仮設トイレ等の設置
・炊き出し など

その他 訓練要綱に関しては10月上旬に各避難所代表者宛て通
知する予定です
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